
報道機関提供資料 

令和７年度北海道科学技術賞受賞者功績概要 

 

氏   名 五十嵐 敏文（６６歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 
北海道大学大学院工学研究院 

名誉教授、客員教授 
現住所 札幌市手稲区 

＜功績名＞ 

「自然由来重金属等による地盤環境汚染に対するリスク評価手法および合理的対策の構築」 
 
＜功績の内容＞ 

  北海道のような火山地域では、地盤中に砒素等の自然由来重金属等が広く分布しており、
土木工事等で掘削された残土が新たな汚染源となるリスクが懸念される。 
こうした背景のもと、氏は、建設発生土中の重金属等の溶出挙動解明およびその環境リス

ク評価手法、ならびに実用的かつ低コストな拡散防止策の確立に取り組んできた。 
特に、室内試験・現地試験・数値シミュレーションを駆使した一連の技術体系は、盛土地

盤における重金属等の吸着・拡散挙動の定量的評価を可能とし、「吸着層工法」などの対策手
法の実装に結びつけた。 
本技術は北海道内のインフラ整備において広く活用されているだけでなく、国のマニュア

ル改訂や学術論文を通じて全国・海外にも波及しており、地盤環境保全技術の先進的体系を
構築した。 

 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

昭和５６年 ３月 北海道大学工学部衛生工学科卒業 

昭和５８年 ３月 北海道大学大学院工学研究科衛生工学専攻修士課程修了 

平成 ８年 ３月 北海道大学大学院工学研究科博士（工学） 

平成１３年 ４月 北海道大学大学院工学研究科 助教授 

平成２０年 ４月 北海道大学大学院工学研究院 教授 

平成２８年 ４月 北海道大学大学院工学研究院 副研究院長 

令和 ４年 ４月 旭川工業高等専門学校 校長 

令和 ４年 ４月 北海道大学大学院工学研究院 名誉教授・客員教授 

令和 ７年 ４月 旭川工業高等専門学校 名誉教授 

～現在 

  

（受賞歴） 

平成１４年 ５月 （一社）日本応用地質学会 論文賞 

平成２１年 ５月 （公社）日本地下水学会 学会功労賞 

平成２６年 ６月 （公社）地盤工学会 地盤環境賞 

令和 ２年 ６月 北海道産業保安監督部 北海道鉱山保安表彰保安功労・貢献者賞  

令和 ３年１０月 経済産業省 全国鉱山保安表彰保安功労・貢献者賞 

令和 ６年１１月 （一社）北海道環境保全技術協会 功労賞 
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氏   名 平野 聡（６２歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 北海道大学大学院医学研究院 教授 現住所 札幌市中央区 

＜功績名＞ 

「北海道における外科地域医療問題の解決に寄与する「遠隔手術」の開発研究」 
 
＜功績の内容＞ 

 近年、外科手術の領域では、低侵襲（体にやさしい）手術として、手術支援ロボットによる
手術が広く行われるようになってきており、氏は離れた施設間に設置した手術支援ロボットを
光回線で接続し、地域で行われるロボット手術を、大学病院などの高度先進施設からサポート
を行う「遠隔手術支援」の開発研究を行った。 
 氏は、約 300km 離れた札幌市―釧路市間で、ご献体を用いた胃がんや大腸がんなどの標準手
術に世界で初めて成功し、現代の情報通信技術と手術支援ロボットの組み合わせにより「遠隔
手術支援」が安全に実施可能であり、社会実装がいつでも可能な状態であることを実証した。 
 当該手術は、外科医不足、専門医の偏在など北海道で顕著な複数の地域医療問題を解決可能
な新たな社会インフラとして大いに期待されている。 
 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

昭和５６年 ３月 函館ラ・サール高等学校卒業 

昭和６３年 ３月 北海道大学医学部医学科卒業、医籍登録 

平成１０年 ９月 医学博士（北海道大学） 

平成１２年 ４月 北海道大学医学部付属病院第二外科 助手 

平成１５年 ４月 北海道大学医学部付属病院第二外科 講師 

平成１９年 ４月 北海道大学医学研究科腫瘍外科学分野 准教授 

平成２３年１１月 北海道大学大学院医学研究院消化器外科学教室Ⅱ 教授 

～現在 

  

（受賞歴） 

令和 ２年１０月 北海道医師会賞・北海道知事賞 
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氏   名 横田 伸一（６２歳） 
※ 年齢は令和７年４月１日現在 

所属・職名 札幌医科大学医学部医学科 教授 現住所 札幌市中央区 

＜功績名＞ 

「感染症と病原微生物の疫学研究と治療予防戦略の基盤的研究」 
 
＜功績の内容＞ 

 氏は、細菌とウイルスの研究を両立し、宿主との相互作用としての自然免疫系への影響を主
に研究してきた。 
 ウイルス学分野では、麻疹ウイルス、単純ヘルペスウイルス１型などによる宿主自然免疫応
答の情報伝達系の攪乱がウイルス自身の複製を有利に進めている多彩な機序を見出し、ウイル
ス増殖をコントロールする新しいストラテジーの提言を行ってきた。細菌学分野では菌体表層
物質の化学構造と病態への関与に関する研究を主として進め、特にピロリ菌のリポ多糖が発が
ん因子のひとつとなりうることを提唱した。 
 疫学研究分野では、肺炎球菌や大腸菌などの抗菌薬耐性菌の耐性の分子メカニズムを明らか
にするとともに、北海道で分離された細菌の分子疫学的解析を行い、抗菌薬適正使用の提言の
基礎知見として研究成果を上げた。また、ピロリ菌の優位な感染経路として母子感染を明らか
にした。 
 

＜経  歴＞ 

（ 略 歴 ） 

昭和６０年 ３月 北海道大学理学部化学科卒業 

昭和６２年 ３月 北海道大学大学院理学研究科化学専攻修士課程修了 

昭和６２年 ４月 住友化学工業(株)生命工学研究所 

平成 ３年 ５月 薬学博士取得（東京大学） 

平成 ４年１０月 住友製薬(株)総合研究所 

平成 ９年１０月 (株)エイチ・エス・ピー研究所 

平成１２年 ５月 札幌医科大学医学部医学科微生物学講座 講師 

平成１６年 ２月 札幌医科大学医学部医学科微生物学講座 助教授 

平成１９年 ４月 札幌医科大学医学部医学科微生物学講座 准教授 

平成２５年 ９月 札幌医科大学医学部医学科微生物学講座 教授 

令和 ７年 ４月 札幌医科大学医学部医学科感染学講座微生物学分野 教授 

～現在 

  

（受賞歴） 

平成２１年 ６月 日本へリコバクター学会 小林六造記念ヘリコバクター賞 

平成２９年 ７月 マクロライド新作用研究会 研究奨励賞 

令和 ７年 ９月 秋山記念生命科学振興財団 秋山財団賞 

 


